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                                間合い 
                                                                  校長     豆田 啓二 
 
  剣道の試合では、「間合い」を考えることが大事で相手に応じた十分な間合いを取ることが大切
です。間合いとは相手との距離のことです。近すぎても遠すぎても勝負にはなりません。一歩踏み

込めば相手を打つことができ、一歩退けば相手の剣を避けることのできる位置（距離）が真の間合

いと言われます。剣の切っ先が触れるか触れないくらいの間合いになると、いつ相手が打ち込んで

くるか分かりません。緊張も最高に達します。「やあ、やあ」と声を掛け合い、間を詰めたりあけ

たりしながら相手の隙をさがします。お互いに相手の目を見ながら、相手のすべての動きを瞬時に

見てとり、打つか退くかを判断しなければなりません。足だけの動き、手だけの動き、それら一つ

一つに心を奪われると自分が打ち込まれてしまうことになります。近くを見ながらも遠くの山を見

るように、相手全体の動きを見ながら間合いを考えて打ち込むことが勝利へと導くのです。 
  さて、剣道の試合ではありませんが、親と子の間合いを考えてみては如何でしょう。離れすぎた
間合いは放任となりやすく、近すぎる間合いは甘やかすこととなりやすいものです。親子の間合い

で大切なのは、まず子供と真剣に向き合い、子供の様子を広い視野と長い目で捉えること、そして、

間を詰めたり間を開けたりする調節を柔軟にできることだと思います。 
  先月の末、６年生の自然教室で長野県にある川上村に出かけてきました。４日間という期間でし
たが、寝食をともにしながら川上村でしか味わえない貴重な経験をしてきました。天気に恵まれ、

全ての行事を無事消化してきました。宿舎での集団生活では、時間や約束を守り我慢すべきことは

我慢し自分をコントロールしなければなりません。そんな不自由さを感じながらも一人一人が責任

をもって自分の役割を果たしていました。先生方も、離れず、つかず、子ども達との「間合い」を

考え、子ども達の主体性や積極性を促しながら要所要所を指導されていました。６年生 115 名、様々
な活動で協力し合い、友達の良さを改めて発見した 4 日間だったと思います。新年度が始まって２
ヵ月が過ぎましたが、自然教室での 6 年生の活動ぶりを見て二小の最上級生として確実に成長して
いる思いがいたしました。これからの学校生活にもこの経験を生かし、「二小の顔」として頑張っ

て欲しいと思っています。 
  学校でも子ども達の主体性や積極性を更に伸ばすためにも子どもとの「間合い」を考えた指導に
徹して参りたいと思います。 

６月の生活目標 

「  思いやりや助け合いの心を持とう  」  
クラスのみんなが思いやりの心を持つと、クラスはとてもなごやかで心地よ

いクラスになります。反対に、友達の失敗を許さず、自分の気に入らないこと

を自分の都合だけでものを言う人の多いクラスはぎすぎすと、すさんだクラス

になります。二小の教師はみなさん、いいクラスづくり、いい学校づくりをし

ようと日夜努力しています。思いやりの心は放っておいては育ちません。気づ

かせ、考えさせることが大切です。あのとき、～君は、～さんはどう考えてい

たんだろうかと、相手の立場が理解できることが出発点です。これは、大人の

世界にも同じように言えるでしょう。家庭で、学校で、地域でひとつでも前よ

り、あの人について理解できたということが増えることを期待します。 
                               （生活指導主任）  
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 ホームページ http://www.education.ne.jp/mitaka/nisho-es/index.htm 
 



6 月の行事予定 
 

 
２ 日（水）５時間授業 
３ 日（木）個人面談・家庭訪問開始 

          １５日（火）まで 
 
７ 日（月）クラブ 
１０日（木）児童集会 
 
１４日（月）プール開き   クラブ 
１６日（水）５時間授業 
１８日（金）日生劇場［6 年］ 

                  ５時間授業［４～6 年］  

 
２１日（月）クラブ 
２４日（木）音楽集会 

木曜の５校時開始［1 年］ 
避難訓練〈集団下校〉 

２５日（金）授業公開〈２～６校時〉 
ライオン歯磨き指導［2 年］ 

 
２８日（月）委員会〈７月分〉 
３０日（水）５時間授業 

 
 

 
 
 

◇個人面談・家庭訪問が始まります◇ 
 
 
１学期も早いもので、折り返し地点を迎えました。わずか２ヶ月の間にどの学年の子どもたちも、

すっかりその学年らしい顔つきになりました。これは、身体面よりもむしろ精神面の変化が子ども

たちの表情に表れているからでしょう。 
とはいえ、新しい環境の中で疲れや新たな悩みなども感じ始めているはずです。間もなく始まる

個人面談、家庭訪問はそんなお子さんの成長ぶりや気にかかることなどを担任と話し合う貴重な機

会となります。 
近年、授業時数確保のために教員が児童の家を確認するだけの「地域訪問」に切り替えたり、夏

季休業中に実施したりする学校が増えています。しかし、二小では、この時期に直接保護者のみな

さんと個別に話す機会を大事にしたいと考え、今年度も例年通り実施致します。ただ、授業時数に

余裕があるわけではありませんので、授業は５校時まで行います。 
既に、各担任から予定表が配布されていると思います。お忙しいとは存じますが、ご協力をお願

い致します。 
 

 
 

◇第２回 授業公開にお越し下さい◇ 
 

  
５月の第１回授業公開には、多くの方がご参観下さいました。ありがとうございました。わずか

２時間の公開でしたが、子どもたちは思った以上に緊張したようです。３校時目は、全力を使い切

り疲れ気味の子どもたちも見受けられました。 
 しかし、第２回目は、子どもたちが大分学校、学年、学級に慣れてきましたので、２校時から６

校時までを公開致します。ただ、朝、気持ちを落ち着かせてから授業を始めたいので、公開は２校

時からとしました。第３回以降は全日公開の予定ですので、ご理解下さい。尚、一斉公開ですので、

お子さんの所属学年、学級以外の授業も自由にご覧になれます。授業内容、場所等については、ま

た、後日別紙にてお伝え致します。 
  



 
 
 


